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平 成 2 9 年 9 月 

国立情報学研究所 

学術コンテンツ課 

 

arXivMAB 会議アジェンダ（抜粋） 

 

2017 年 10 月 5 日開催予定 

Time Topic 

9:00-

10:00am 

任意参加 

arXiv-NG イニシアティブ技術概説と質疑応答（arXiv-NG チーム参加） 

10:30-

noon 

新メンバー紹介と概要説明 

noon-

1:00pm 

組織と法的状況 

 arXiv 統治組織アセスメント 

  コーネル大学に依拠した arXiv チーム、MAB、SAB という最近のモデ

ルの仕組みと改善点 

  背景：arXiv の機構と原則 

 法的状況： 501(C)3 ※は選択肢になるか、またその賛否  

 ※内国歳入法第 501 条 C 項 3 号に基づく連邦法人所得税免税や寄付税制

上の優遇措置などの対象となる免税非営利団体 

 参考）http://www.kohokyo.or.jp/kohokyo-weblog/yougo/2009/04/c3.html 

LUNCH ランチミーティング（グループディスカッション） 

対 IR、パブリックアクセスマンデート、新しいプレプリント 

プレプリントや OA の状況と最近の国際的な進展（SSRN と bepress のエ

ルゼビアによる買収など）について意見交換 

 

2:00-

3:30pm 

学協会出版者との協調にむけての提案 

2017 年中に協調関係を見出すために学協会出版者と 2つの会合を持った。

何らかの提案するための我々の会議に数名の学会代表者が参加する予定で

ある。  
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Time Topic 

3:30-

4:15pm 

MAB 本会議 

 ・最新の arXiv 持続可能モデルの強みとは。よく機能している点は何か。 

 ・改善すべき点はどこか。コーネルのチームはどのようにして技術、政

策、ユーザーサポート、資金集め、情報共有の面で機能を強化していくべ

きか。 

 ・MAB メンバーとしての役割に満足しているか。コーネルは正しい予想

をしてきたか。MAB はほかにどういった方法でコーネルのチームに対し

てアドバイスできるか。 

 ・そのほかに何らかの問題提起があるか。 

コーネルチームは当初離席、最後の 15 分間に MAB の結論を伺うために参加 

 

4:15-

5:00pm 

まとめ 

 会議の成果まとめ 

 MAB 代表について その必要性と役割、選出方法 

 arXiv チームへのフィードバック、質問と意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コーネル大学 Web サイト「October 5, 2017 Meeting Agenda」より抜粋 

https://confluence.cornell.edu/display/arxivpub/October+5%2C+2017+Meeting+Agenda 


